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1 年延期から再延期も噂される 2020 東京オリパラ
準備状況はどうなのか？を探るべく湾岸エリアへ
～オリンピック準備の進む江東湾岸地区を行く～

                                                                 　　　　　　　　　　　 （取材・構成／本紙編集部）

苦し紛れの選択」だったことも想像に難くない。そし
て 1 年間の延期をしても、開催が不可能だった場合に
は「中止するしかない」というのが、国も民間も含め
た大方の反応だった訳だが……。
　この原稿を書いている 6 月 16 日の朝になって、大
会組織委員会の理事による「ウイルス感染により来夏
も開催が危うい場合、再延期も視野に入れるべき」と
の談話が日刊スポーツWEB版から配信された。
　その理由として理事は「中止になれば日本や世界の

☆競技施設が最も集中する江東湾岸地区を訪問
　新型コロナウイルス禍の勃発で 2020 東京五輪が 1
年間の開催延期を決定されたのはついこの間、3 月下
旬のことだった。
　その時点ですでに、新型コロナウイルス禍の収束は
正直「先の見えない」状態だった。したがって 1 年間
の開催延期をしたところで、果たして開催にこぎつけ
られるのか否かは、甚だ疑問だったといえる。
　国や JOCにしてみれば「そうとでもいうしかない、

がまったくみえていないこの時期に発せられた「再延
期の可能性」発言は、そういう意味では逆に藪ヘビだっ
たのではないか。「国は、組織委員会は、1年間の延期
でも無理と判断したのだろう」と、そう思う（勘ぐる）
のがフツーの人情というものだからだ。
　と、まぁ、さまざまな思惑や想像が激しく交差する

経済が大きな打撃を受けるから」
と発言した由だが、こんな重要
な談話がなぜこの時期になって
唐突に出てくるのか？　
　延期を 1 年間に止めたのは、
それこそ日本や世界の経済への
大打撃を含め、さまざまな角度
から検討がなされた結果ではな
かったのか？　
　端的には、1 年間の延期ならま
だ選手の心身のコンディション
調整も含め「いろいろな意味で
の被害」が最小限に食い止めら
れるかもしれないが、それ以上
の延期は無理だというような判
断が働いたものと思われる。
　にもかかわらず「再延期の可能
性」が突然出てきたのは、1 年間
の延期によるスポンサー離れや国
民の関心低下などが予想以上に激
しく、このままでは 1 年間の延期
ですら、いろいろな意味で保てな
くなるのではないかという懸念が
生じたからこその「方針変更」で
はないだろうか。
　実際問題として、そのへんの真
意は測りかねるが、たとえばこの
報道を受けて急遽行われたと思わ
れるネット上のアンケート調査で
は「2020 東京オリパラは最終的
に中止になる」とする回答が圧倒
的に多くなっているのは注目に値
する（16 日夕刻の時点）。
　多くの国民は 2020 東京が 1 年遅れでも開催されれ
ば嬉しいとは思いつつ、「再延期か」となったら「そ
れは無理でしょ」と現実的に考える人のほうが、圧倒
的に多いということだろう（現時点では）。
　組織委員会による、新型コロナウイルス禍への収束

肌で感じながら観察してきたのでご報告したい。

☆競技会場の施設整備は順調に準備中だ
　江東区で実施が予定されているオリンピック 12 競
技および、パラリンピック 8 競技は、次の 10 会場で
開催される。
［会場 1 夢の島公園・アーチェリー場／会場 2 東京辰
巳国際水泳場／会場 3 東京アクアティクスセンター／
会場 4 有明テニスの森／会場 5 有明アーバンスポーツ
パーク／会場 6 有明体操競技場／会場 7 有明アリーナ
／会場 8 青海アーバンスポーツパーク／会場 9 海の森
水上競技場／会場 10海の森クロスカントリーコース］
　取材者はまず地下鉄有楽町線・りんかい線・JR 京
葉線が乗り入れている新木場駅にて下車。江東区の会
場では最も東側にある《夢の島公園アーチェリー場（最
大 5600 人収容、オリパラ双方のアーチェリー実施会
場）》を訪ねた（写真 7参照）。

2020 東京オリパラの開催問題、延期問題ではあるが、
気になるのは《開催地》の現況である。
　恐らくこの世でいちばん「2020 東京オリパラの開
催問題、延期問題」に日夜、胸が締め付けられるよう
な思いでいる人々の代表はといえば、競技の開催が予
定されている自治体の関係者や企業、商店街の人々な
どではないだろうか。
　ところがそうした声は、ニュースなどではほとんど
聞こえてこない。地元の人々も「言うに言われぬ思い
がある」はずだが、今はとにかく「粛々と準備してい
くしかない」というのが本音なのかもしれない。
　というわけで本紙では今回実施が予定されている競
技中、最多の「オリンピック種目 12 競技を 10 会場」で、
さらにこれも最多の「パラリンピック種目 8 競技を 7
会場」で実施の予定になっている江東区の湾岸地帯を
訪問。競技施設の建設や再整備、付帯設備などの準備
がどうなっているのかを、文字通り自分の足で歩き、

チェリー場と違い、東京辰巳国際水泳場は国際大会の
実績も十分な既存施設だ。貝殻を組み合わせたような
独特の外観もおなじみだが、周囲をぐるりと回ると裏
側に広大な空き地があった（写真 6参照）。
　ここはオリパラの開催時にはイベント会場になるよ
うな場所らしく、広大な更地にテントの骨組みのよう

　意外にもというか、当然というか、本来であれば開
幕 2 か月前を切ったこの時期でありながら、アーチェ
リー場の周囲は延々塀が巡らされ、工事関係者の姿は
まったくみられなかった（取材は 6月 15 日）。
　内部がよくみえるフェンスからうかがうと、大方の
準備は進んでいる状態のようだが、ムクドリの群れが
のどかに芝生を歩いているだけ。
　細部の仕上げは 1 年間の開催延期で先延ばしになっ
ているのかもしれない。
　隣接する熱帯植物園も、6 月になってから再開され
たが、この日は月曜ということで休園らしく、周辺は
のんびりまったりしていた。
　次に訪れたのは夢の島からほど近い《東京辰巳国際
水泳場》だ（写真 4 参照、オリンピック競泳と水球の
実施会場）。新設競技場として建設されつつあるアー

☆晴海の選手村は完成間近
　ここからは湾岸道路沿いに延び
る辰巳の森緑道公園沿いに東雲方
面に向かう。
　そして東雲駅からりんかい線に
乗り、国際展示場駅で下車。有明
テニスの森に向かう。有明テニス
の森は屋外 48 面のコートや有明
コロシアムを擁する、日本の「テ
ニスの聖地」。既存施設ではある
がテニス、車いすテニスのメイン
会場となる（写真 9参照）。
　2020 東京オリパラでは新種目も
多く開催される。
　そのうちの１つ、BMX（自転車）
競技やスケートボード競技のメイ
ン会場となるのが《有明アーバン
スポーツパーク》だ（写真10参照）。

これは大会後に撤去される仮設会場となるが、新交通
システムゆりかもめの有明テニスの森駅から見下ろす
会場は、コースがすでにできていた。あとは付帯設備
を整備すれば完成のようにみえる。
　紙数の都合で写真ではご紹介できなかったが、今回
の取材ではさらに《有明アリーナ（既存施設、バレー
ボールと車いすバスケット実施会場）》《有明体操競技
場（仮設施設、体操・新体操・トランポリンのほか、
パラリンピックのボッチャ実施会場）》も、有明テニ
スの森駅から徒歩で訪問した。
　さて、このようにざっと回ってみると、開催間近の
ような熱気には程遠いが、開催まで残り 1 年と考えれ
ば、各競技施設や付帯設備等の工事の状況はかなり順
調に進んでいるように見受けられた。
　そして新交通システムゆりかもめの有明テニスの森
駅から一つ目の市場前で下車し、豊洲市場を背に豊洲
大橋を渡っていくと中央区晴海 5 丁目の選手村に達す
る（写真 1～ 3 参照）。選手村はご承知のように大会
後にリニューアルされ、分譲されることになっている。
　準備はほぼ万端だ。ほんと、あとは 2020 東京オリ
パラの本番実施を、待つばかりなのだ……。

なものがずらっと並んでいた。
　この仮設イベント会場らしき場所のすぐ先には、オ
リパラを機に新設されることになった《東京アクア
ティクスセンター》の偉容をみることができる（写真
5 参照、東京辰巳国際水泳場とともにオリパラ双方の
競泳競技とオリンピックの飛び込みおよびアーティス
ティックスイミングの実施会場）。
　外観はすっかり出来上がっており、今は内部の詰め
と周辺の整備が行われている段階のようだが、やはり
人気がほとんどない。工事関係車両がごく時おり、隣
接する現場入口を出入りするのみだ。

写真 1／豊洲市場側から晴海運河越しに選手村を一望。1964 東京の代々木選手村とは趣がまったく違う
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